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人 

と 

業 

績
長
崎
法
潤
先
生
を
偲
ん
で

山　
　

本　
　

和　
　

彦

　

二
〇
二
〇
年
七
月
一
日
、
長
崎
法
潤
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
。
享
年
八
六
歳
で
あ
っ
た
。
先
生
は
四
月
一
日
の
お
生
ま
れ
な

の
で
、
訃
報
を
聞
い
た
と
き
、
先
生
ら
し
い
日
を
選
ば
れ
た
と
思
っ
た
。
法
名
は
ナ
ー
ラ
ン
ダ
で
学
ば
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
那
蘭
院

釋
法
潤
で
あ
る
。

　

先
生
は
、
一
九
三
四
年
四
月
一
日
新
潟
県
西
頸
城
郡
、
現
在
の
糸
魚
川
市
の
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。
一
九
五
三

年
に
大
谷
大
学
文
学
部
に
入
学
さ
れ
て
か
ら
、
一
九
九
九
年
に
大
谷
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
約
半
世
紀
も
の
間
、
大
谷
大
学
で
人

生
を
過
ご
さ
れ
た
。
大
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
修
士
課
程
、
さ
ら
に
同
博
士
課
程
へ
進
学
さ
れ
、
一
九
五
九
年
か
ら
一

九
六
四
年
ま
で
イ
ン
ド
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
・
パ
ー
リ
研
究
所
へ
留
学
さ
れ
た
。
帰
国
後
一
九
六
四
年
に
大
谷
大
学
助
手
と
な
ら
れ
、
専
任

講
師
、
助
教
授
、
一
九
七
九
年
に
教
授
と
な
ら
れ
た
。
一
九
八
六
年
に
は
『
ジ
ャ
イ
ナ
認
識
論
の
研
究
』
と
い
う
題
目
で
文
学
博
士
の
学

位
を
大
谷
大
学
か
ら
授
与
さ
れ
た
。
一
九
九
八
年
に
は
故
宇
野
惇
先
生
の
後
を
継
が
れ
て
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
会
の
会
長
と
な
ら
れ
た
。

一
九
九
九
年
に
定
年
退
職
さ
れ
、
大
谷
大
学
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
。
定
年
後
は
い
ろ
ん
な
仏
跡
に
調
査
旅
行
を
し
た
い
と
、
う
れ
し
そ

う
に
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
い
ま
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
る
。
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先
生
の
ご
専
門
は
、
パ
ー
リ
語
仏
典
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
認
識
論
で
あ
る
。
学
生
時
代
は
故
舟
橋
一
哉
先
生
の
ゼ
ミ
で
パ
ー
リ
語
仏
典
の

研
究
を
さ
れ
て
い
た
。
イ
ン
ド
留
学
中
は
故
サ
ト
カ
リ
・
ム
ー
ケ
ル
ジ
ー
先
生
の
指
導
の
も
と
で
、
仏
教
徒
の
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の

『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
の
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
』
の
研
究
を

さ
れ
て
い
た
。
一
九
八
八
年
に
平
楽
寺
書
店
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
ジ
ャ
イ
ナ
認
識
論
の
研
究
』
は
、
先
生
の
博
士
論
文
が
元
に
な
っ
て
い

る
。
従
来
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
は
仏
教
の
パ
ー
リ
語
経
典
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
ア
ル
ダ
・
マ
ー
ガ
デ
ィ
ー
経
典
と
い
う
原
始
経
典
同
士
の
比

較
研
究
が
主
で
あ
っ
た
。
先
生
が
扱
わ
れ
た
十
二
世
紀
の
認
識
論
・
論
理
学
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
テ
キ
ス
ト
の
解
読
研
究
は
画
期
的
な
業
績
で

あ
っ
た
。

　

先
生
の
研
究
方
法
は
、
か
っ
ち
り
と
し
た
文
献
学
で
あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
を
正
確
に
校
訂
し
、
深
く
読
み
込
み
、
意
味
が
通
る
よ
う
に

訳
出
し
、
縦
（
時
代
）
と
横
（
他
学
派
）
を
意
識
し
て
解
説
す
る
。
先
生
の
門
下
生
は
全
員
、
こ
の
厳
密
な
研
究
方
法
を
学
ん
だ
。
長
崎
ゼ

ミ
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
門
下
生
が
巣
立
っ
た
。
面
白
い
こ
と
に
、
専
門
分
野
が
全
員
異
な
っ
て
い
る
。
サ
ー
ン
キ
ヤ
学
派
、
パ
ー
ニ
ニ
文

法
学
、
パ
ー
リ
語
仏
典
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
ジ
ャ
イ
ナ
認
識
論
、
新
論
理
学
な
ど
な
ど
で
あ
る
。
先
生
の
温
厚
な
人
柄
が
、
学
生
を
育

て
た
の
で
あ
る
。

　

い
つ
も
温
厚
で
、
指
導
も
丁
寧
で
あ
っ
た
。
仏
さ
ま
の
よ
う
な
先
生
で
あ
っ
た
。
先
生
は
い
つ
も
学
生
の
こ
と
を
菩
薩
だ
と
仰
っ
て
い

た
。
大
谷
大
学
ら
し
さ
と
は
、
こ
う
い
う
師
弟
関
係
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

二
〇
〇
五
年
出
版
の
『
長
崎
法
潤
博
士
古
稀
記
念
論
集　

仏
教
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
』
の
編
集
を
し
て
い
る
と
き
に
、
先
生
の
お
人
柄
が
よ

く
わ
か
っ
た
。
執
筆
依
頼
し
た
先
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
快
諾
さ
れ
、
四
八
本
の
玉
稿
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
執
筆
者
の
顔
ぶ
れ
を
見

る
と
、
先
生
の
交
友
関
係
の
広
さ
が
よ
く
わ
か
る
。
先
生
の
後
任
と
し
て
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
会
の
会
長
の
職
を
引
き
受
け
て
頂
い
た
山

崎
守
一
先
生
の
論
文
を
日
本
語
論
文
の
巻
頭
と
し
た
。
英
語
論
文
の
巻
頭
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
矢
島
道
彦
先

生
の
も
の
と
し
た
。
矢
島
先
生
の
論
文
は
頁
数
が
依
頼
よ
り
も
超
え
て
い
た
が
、
一
番
に
原
稿
を
頂
戴
し
た
の
で
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
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「
序
」
は
日
本
語
が
上
手
い
故
浅
野
玄
誠
先
生
に
お
願
い
し
た
。「
あ
と
が
き
」
は
匿
名
で
山
本
が
書
い
た
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ゴ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
先
生
の
最
初
の
原
稿
は
日
本
に
到
着
せ
ず
、
お
願
い
し
て
も
う
一
度
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。
依
頼
し
て
い
な
い
先
生
か
ら
書
き
た
い

と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
が
、
頁
数
の
関
係
で
す
べ
て
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
断
腸
の
思
い
で
あ
っ
た
。
編
集
員
全
員
が
先
生
に

恩
返
し
を
し
よ
う
と
必
死
に
頑
張
っ
た
。「
あ
と
が
き
」
に
も
書
い
た
が
、
特
に
当
時
平
楽
寺
書
店
の
藤
田
貞
弘
氏
に
は
本
当
に
お
世
話

に
な
っ
た
。
心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
私
を
最
後
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
。
出
版
ま
で
の
数
年
間
は
こ
の
編
集
作
業
で
燃
え
尽
き
た
。

こ
の
編
集
を
通
し
て
、
不
思
議
な
ご
縁
を
た
く
さ
ん
感
じ
た
。

　

先
生
に
は
定
年
後
も
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
大
谷
大
学
で
の
授
業
を
お
願
い
し
て
い
た
。
大
学
院
の
授
業
で
は
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』

を
読
ま
れ
て
い
た
。
九
〇
分
間
で
一
行
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
深
く
読
み
込
ま
れ
て
い
た
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
よ
い

修
行
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
先
生
が
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
を
講
読
さ
れ
て
い
た
理
由
は
、
研
究
を
始
め
た
最
初
の
と
こ
ろ
に
戻
り
た
か

っ
た
か
ら
だ
と
仰
っ
て
い
た
。
先
生
は
ご
自
身
の
学
生
時
代
を
思
い
出
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

御
葬
儀
は
ご
自
宅
で
の
家
族
葬
で
あ
っ
た
。
毎
年
新
年
会
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
思
い
出
の
部
屋
で
行
わ
れ
た
。
導
師
は
門
下
生
の

一
人
が
つ
と
め
た
。
先
生
の
周
り
に
は
門
下
生
が
集
合
し
た
。
本
当
に
先
生
と
の
深
い
縁
で
結
ば
れ
た
人
間
で
先
生
を
送
り
出
し
た
。
涙

は
な
く
、
素
晴
ら
し
い
お
別
れ
の
会
で
あ
っ
た
。
先
生
の
生
前
に
積
ま
れ
た
徳
が
、
明
る
い
光
と
な
っ
て
部
屋
を
照
ら
し
て
い
た
。
浄
土

へ
旅
立
つ
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
か
と
実
感
し
た
。

　

個
人
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
パ
ー
リ
語
と
の
縁
が
数
年
前
に
復
活
し
て
い
た
。
私
が
審
査
の
主
査
を
担
当
す
る
学
生

の
博
士
論
文
が
パ
ー
リ
語
文
献
を
使
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
数
十
年
ぶ
り
で
パ
ー
リ
語
文
献
を
読
ん

だ
。
遠
い
記
憶
が
蘇
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
別
の
学
生
が
修
士
論
文
で
パ
ー
リ
語
文
献
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
緒
に
講
読
し
て
み
た
。

す
っ
か
り
パ
ー
リ
語
仏
典
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
一
人
で
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
を
読
ん
で
み
た
。
先
生
を
通
し
て
ブ
ッ
ダ

を
感
じ
た
。
先
生
と
の
強
い
縁
を
感
じ
た
。
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
間
も
先
生
の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
る
。「
自
分
の
頭
で
考
え
な
さ
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い
。
考
え
て
考
え
て
考
え
抜
き
な
さ
い
。
そ
れ
を
論
文
に
し
な
さ
い
」。

　

長
崎
先
生
、
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
追
記　

本

追
悼
文
は
、『
ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
』
第
二
六
号
に
掲
載
し
た
も
の
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
転
載
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
会

会
長
の
藤
永
伸
先
生
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。）


